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一般財源 4,225 4,1804,643

平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

金　　　額
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内　　　　　容

受益者負担
(使用料等)

0 0

その他 0 0

0

0

国庫支出金 0 0

府支出金 0 0

0

0

4,180

財源内訳

H23年度決算 H24年度当初予算

4,643

H22年度決算

0.55

0.00

0.00

180

総事業費(A+B) 4,225

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

根拠法令

実施方法

目　　　的
（何のために）

学園都市ひらかた推進協議会規約

□直営

■その他（　協働・協働執行　）

□委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

大学・市民・行政の３者が連携し、「学園都市ひらかた」の実現に向けたまちづくりの展開を図る。

事務事業名

事業開始年度 担当部署 政策企画部企画課

学園都市ひらかた推進協議会事務

平成11年度

事務事業番号　30624

枚方市内の６大学、市民

枚方市と枚方市内の６大学で構成した学園都市ひらかた推進協議会において、協議会・幹事会・事業部会
を開催し、大学・市民・行政の３者が円滑に連携できるよう、調査・研究及び連絡調整を行う。
なお、協議会事業としては、生涯学習課においてコミュニケーションカフェ、枚方市民大学、子ども大学探検
隊、文化観光課において菊コンサート、産業振興課において産学公連携フォーラムなどを実施している。

協議会による調査・研究及び連絡調整は、「学園都市ひらかた」の実現に向けたまちづくりの展開に必要で
ある。

H22年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

人件費計(A) 4,463 4,045 4,000

学園都市ひらかた推進協議会負担金

180 180

類似事業
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単位

① 回

②

③

① 千円

②

③

事務事業番号　30624

一次評価結果 大学・行政・市民の３者連携の取り組みに関する成果を検証し、改善の検討を行うことが必要ではないか。

成果目標
（目標とする成果）

特記事項

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費／会議の開催回数

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

文科省実施の平成23年度学校基本調査によると、大阪府下43市町村において大学・短期大学が所在して
いる市町村は25市町である。
そのうち在籍する学生数が最も多い吹田市においては、平成16年度に市と市内４大学との間で、産業、教
育、文化、まちづくり等の分野において地域連携を積極的に推進することを目的とした基本協定書を締結
し、連携事業を実施している。

1,548 1,409 1,394

H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

事務事業名

事業開始年度 担当部署 政策企画部企画課

会議の開催回数 3 3 3
活動実績

活動指標もしくは成果指標

各大学の特色を活かした連携の強化を図ることにより、大学の価値のさらなる向上と、大学が持つ知的財産
や学生の発想・行動力をまちづくりに活かす「学園都市ひらかた」の実現をめざす。

平成11年度

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
学園都市ひらかたの実現を目指して、大学・市民・行政の３者の連携をより強化
していく。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

改善

枚方市と枚方市内の６大学で構成した学園都市ひらかた推進協議会の主催事
業から、市と各大学が、「健康・医療」や「教育・文化」あるいは「地域連携」など
各大学の専門を活かした分野において協定書を締結し、各大学と市民等との
交流や連携の機会の拡大を図る「学園都市ひらかた連携モデル」にシフトする
ことで、大学・市民・行政の３者の連携を強化していく。

これまで学園都市ひらかた推進協議会が連絡・調整し、コミュニケーションカフェ、枚方市民大学、子ども大
学探検隊、菊コンサート、産学公連携フォーラムなどを実施し、大学・市民・行政の連携を進めてきた。
平成24年度からは、さらに連携を強化するため、新たに「学園都市ひらかた連携モデル」を創設し、市と各
大学が、「健康・医療」や「教育・文化」あるいは「地域連携」など各大学の専門を活かした分野において協定
書を締結し、大学と市民等との交流や連携の機会の拡大を図る。
※平成24年8月末時点で市内3大学と協定書を締結済み。

学園都市ひらかた推進協議会事務


